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＜連絡事項＞

・4月から安ケ平Drの勤務が木・土曜日の午前（外来診療のみ）に変更となります。入院患者様の診察については再度確認後連絡します。
＜患者様連絡事項＞
・十日市　利喜様～ピコスルファートナトリウム2本処方。
・平野　稔様～訪問看護利用開始予定。初回訪問3/17（木）10：00～毎週木曜日10時予定。
＜要注目患者様＞

・岡本　将孝様～悲観的で依存傾向見られ日課に介助要している。食事になると罪業妄想発言あり、拒否みられているが介入にて自力で摂取する。左臀部に5×5㎝の表皮剥離見られている。長時間の座位保持による可能性高く、本人へ説明し自室で休む時間を設けている。
・江刺家　惠子様～物品の配置に対し不満を訴えて過度な要求を繰り返し、対応時には易怒的となる様子見られる。昼食時にホールまで聞こえる程の大声での独語聞かれているが、本人へ確認しても「何も言ってない」と自覚はない。物品を自身の周りに配置し、スタッフ不在の際にベッドから降りて取る行動やおむつを自身で交換しようとする行動みられる事から、物品の配置には気をつけて下さい。
・小笠原　文人様～奇異行動、多弁さ、対話時の滅裂な様子見られているが、日課は問題なく取り組んでいる。他者への迷惑行為は見られないが、動作緩慢や行動制止見られる為、都度介入要している。
＜金Dr診察＞
・坂本　福子様～日中の眠気はあるが夜間の睡眠もとれている。他者との関係はトラブルなく経過できている為、引き続き距離を気をつけるよう助言あり。以前診察にてずっと置いて欲しいと発言したが本心ではないと発言あり、「先生の反応を試しました」と話す。処方は変更なし。
・井上　和美様～「床屋に行きたいけど喋れなくなった」と話し、冷え性を訴えるが下肢の冷感はない。妹様が差し入れたサプリを服用しているが、溶けて腸の保護になっていると訴える。処方変更なし。
・小笠原　文人様～計算機に数字を表示し「新しい携帯電話の番号です。覚えて下さい」と訴える。質問にも的はずれな返答を繰り返し、疎通不良。3/17の法事による外出は許可となっているが、状態によっては外出前に頓服使用するよう指示あり。処方変更なし。
・角濱　義弘様～プログラムには参加し離床できているが、今以上の活動拡大は難しいと話す。弟様とは連絡を取り合い、少しずつ起きて試していくよう助言を受けているとの事。退院についての話しはしていないと話す。主治医からは今後の社会参加を考えると、現時点での退院が望ましい事を説明。年齢を考慮しても、退院を考えて活動拡大を図るよう指導受けている。
＜小柳Dr診察＞
・江刺家　惠子様～表情硬く、拒薬傾向見られる。声掛けにも薬や排便へのこだわりが出現している発言聞かれる。幻聴は否定しているが、大声での独語や妄想発言あり。本日夕からリスパダールOD（1）2錠　2×朝・夕食後が追加となる。
・会津　慮子様～左肩の痛みを訴え鎮痛剤希望。本日夕からカロナール（200）4錠　2×朝・夕食後が追加となる。
